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東京の学食めぐり-22 

平野 武宏 

「寅さん歩」の愛読者からの要望で始めた「東京都にある大学の学食 

めぐり」です。最近は一般の人も食べられる学食が増えています。 

このテーマは訪れるだけでなく、実際に食べて・コメントが必要です。 

取材やコメントでは関係者にご迷惑をかけないよう配慮します。 

メニューの選択やコメントはあくまでも「寅次郎の好み・独断」とし 

てお読みください。構内の写真撮影は建物外観のみで人物が写り込ま 

ないことが原則です。メニューや値段は訪問時のものです。 

右上写真はパンダの食事風景です。食べ過ぎて、こんなに太らないよ 

う注意したいです。 

今回は大田区と品川区の二つの大学の学食を訪問します。寅次郎、両 

校が医学系大学とは知りませんでした。最寄り駅は代表例です。 

 

［東邦大学］ 大田区大森西 5-21-16 

最寄駅 京浜急行線 梅屋敷駅 

 

  ＪＲ大森駅や蒲田駅からのバスがありますが、以前来たことがある京 

  浜急行の梅屋敷駅から歩きました。駅を出て左側の商店街を直進し、 

  大通りに出て右折すると、右手は東邦大学医療センター大森病院です。 

病院の先に東邦大学(本部)があります。写真下左はすぐにある通用門 

（受付があり）、写真下右はその先にある正門（扉は閉）と医学部本館 

です。このエリアは医学部で看護学部の校舎は大通りの反対側にあり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大学公式ホームページには『大正 14 年（1925年）学祖の額田 豊、

晉（すすむ）兄弟により帝国女子医学専門学校として創立されました。

建学の精神は「自然・生命・人間」で「自然に対する畏敬の念を持

ち、生命の尊厳を自覚し、人間の謙虚な心を原点として、かけがえ

のない自然と人間を守るための豊かな人間性と均衡のとれた知識

や機能を育成する」を教育理念としています。 

大正 15 年（1926年）薬学科を設置、昭和 5年（1930 年）帝国女子

医学薬学専門学校と改称、昭和 24 年（1949 年）東邦薬科大学を設

置、昭和 25 年（1950 年）東邦大学理学部を母体に東邦医科大学・

東邦薬科大学の 3大学が統合。現在は医学・薬学・理学・看護・健

康科学部を擁する自然科学系及び生命科学系の総合大学』と記載。

大田キャンパス(本部)は医学部・看護学部があり、他の学部は習志

野キャンパスとのこと。ＮＨＫ朝ドラ「梅ちゃん先生」では帝国女

子医学専門学校当時の資料を提出し、取材協力をしたとのこと。 

習志野キャンパスは習志野市と船橋市の境目にあり、日露戦争当時

は歩兵旅団が置かれた地、司馬遼太郎「坂の上の雲」の秋山好古ゆ

かりの地とのこと。系列の中学・高校がありますが、愛知の東邦高

校は関係がないそうです。創立以来の流れからか、大学生の過半数

が女子学生とのこと。学食は通用門先の医学部１号館（写真下左）

１Fにある I’est（ル・エスト）（写真下右）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I’est の壁の裏にメニュー棚と食券販売機（写真下左）があります。 

   カフェ飯（日替わりで塩ダレ親子丼 写真下右）500 円を選択しま 

した。他のメニューはうどん・そば 320円～370円、ラーメン 380 

円～400 円、カレー280 円～470円、ランチ 450円～500円。 

   平日の営業時間は 11 時 30分～15 時です。 



12時 10分～13時は学生優先席を設けますとの掲示がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    メニュー棚と食券販売機             カフェ飯 

 

 [昭和大学]  品川区旗の台 1-5-8 

最寄駅 東急池上線 旗の台駅東口 

 

    これまでに明治大学(その 8)、大正大学(その 1)と年号をつけた

大学を訪問しました。今回は昭和大学(本部)です。駅改札を出て

左に進むと、中原街道に面した昭和大学病院が見えます。病院の

左脇を行くと大学の正門(写真下左)があります。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

大学公式ホームページには『昭和 3年(1928年)上條秀介博士他 

の先覚の同士が昭和医学専門学校を創設（国民の健康に親身にな 

って尽くせる臨床医学家を育成するため、大学ではなく専門学校 

とした。2018年で創立 90周年）、建学の精神は「至誠一貫」。 

写真上左の正面にある茶色建物（1号館）入口にはその銘板(写 

真上右)がありました。「真心をもって何事にも立ち向かう」医療 

に携わる一人一人の確固たる信念を表すとのことです』と記載。 

 



現在は医学部、薬学部、看護学部(昭和 52年設置)、保健医療学 

部(平成 14年設置)を擁する医系総合大学になっており、医、歯、 

薬 3 部及び看護・リハビリの 4学部を有する数少ない私立校のひ 

とつです。 

昭和 40年(1965年)山梨県に富士吉田キャンパスを設置し、１年 

次の全寮制(4人部屋の共同生活)を実施。その後、医学部 2～6 

年次、歯学部 2～4 年次、薬学部 2～6年次は旗の台キャンパスで 

学び、歯学部５～6 年次は洗足キャンパス、保健医療学部 2～4 

年次は横浜(緑区)キャンパスで学ぶとのこと。学食は正面奥の 

1号館 B1Ｆ(第 2学生ホール)にあります。写真下左は学食入口、 

写真下右は入口手前にある日替わりメニュー見本（本物）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   中に入ると壁に注文の仕方及びメニューが張り出されています 

(写真下左) 注文方法はメニューを選び、カレーライス以外は 

給茶機脇の棚から該当の注文札を取り、注文口で札を出し、席 

で待ち、マイクで呼び出され、注文口で受取、会計の手順です。 

ご親切に朱字でお急ぎの方はカレーライスをおすすめ！と記載。 

定食やカレーライス、蕎麦は 20円～50円安い学生価格も併記。 

日替わり定食 B（いわし梅しそフライ)540円(学生価格 500円) 

を注文。ひと手間工夫された美味しい味でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平日の営業時間は 11時～15時です。メニューも定食 3種(530円～580円)、 

カレーライス(350 円)、そば（320 円～380円）、ラーメン（330 円）、パスタ 

(430 円)と多彩です。（ ）は一般価格です。 

定食、カレーライス、そばは学生価格があり、50円～20円安くなります。 

 

 

次回は 東京にこんなところ-20 です。 

   

平野 寅次郎 拝 


